
AI＆診療情報管理士科_3年間の実習の流れ

1年生・5月 見学

≪概要≫
期間：1日（8時間程度）
クラス20～30名程度

教員引率1～２名

≪内容≫
さらっと全体をみてくる。
事務だけじゃなくて、
他部署も

目的：病院の雰囲気、働く人を実際に
見てきて、今後の学習に繋げる

ゴール：病院の雰囲気がわかる

1年生・2月
診療情報管理士単位実習

≪概要≫
•期間：2週間（80時間）
•診療情報管理士室の実習をいれるため、
ここで認定試験の単位要件を満たす

≪内容≫
•目的：
診療情報管理士認定試験受験に必要な
単位取得

•ゴール：

・机上学習と現場の診療情報管理士業務
の異同を理解できる。

•医療事務、医師事務作業補助者との
業務の差異を理解し、診療情報管理士の
役割を説明できる。

２年生・11月
課題発見を主眼とした実習

≪概要≫
期間：4週間（120時間）
※うち1週間は企業インターン
学生配置：特定機能病院/地域医療支援病
院…基本2名1組
（関東圏も配置には組む）

≪内容≫
目的：
学内で培った課題発見スキルを実際の
社会現場にて演習する

ゴール：
・実習先の業務フローや繋がり理解できて
いる。

・現状を知り、課題を見つけることが
できる。

3年生5月
医療機関内のAIによる医療DXを見学・実践
させて頂く実習

≪概要≫
期間：１週間（40時間）
学生配置：2名1組もしくは3名1組
複数の医療機関をローテーション

≪内容≫
目的：
医療機関におけるAI活用における医療DXの
現状を実地で学び、実践的な運用について
学習する。

ゴール：
・医療DXでAIが活用されている現場を見て、
医療DXの現状を知り体験する。

3年間の実習概要

2025年7月18日時点の案



各学年・期間での実習内容

1年生・5月 病院見学

医療機関に依頼させて頂きたい内容
•各部署の見学

• しっかり見たい：診療情報管理士室、医事課、クラーク部門
• 可能ならば見せてほしい：医局、リハビリテーション部門、

検査部門、薬剤部門、放射線部門

•働く人に実際のお仕事内容や業務内容を説明してもらう
• 診療情報管理士/医療事務の方に簡単に病院の各部門、

施設や設備について説明していただく

想定している見学の回数
•２医療機関に１日でそれぞれ見学に行く

• 現場を実際に見る機会が多くしたい
• 病院ごとに見学させていただける部分が違いそうなので、

見れなかったところなどを補填したい

≪ イメージ図 ≫

見学をする医療機関候補
•特定機能病院

• 九州医療センター
• 佐賀大学医学部附属病院
• 久留米大学病院
• 九州大学病院

•地域医療支援病院
• 飯塚病院
• 九州中央病院
• 福岡東医療センター

目的： 病院の雰囲気、働く人を実際に見て、
今後の学習に繋げる

ゴール：働く場所の雰囲気の理解

2025年度 見学先
・佐賀大学医学部附属病院

・福岡山王病院



各学年・期間での実習内容

1年生・2月 診療情報管理士単位実習(2週間)

医療機関に依頼させて頂きたい内容
●実習先の条件

・ 診療情報管理士部門があること。
・ 病院規模は限定しない。
→学生の意向も確認しつつ、実習先を選定する。

●実習内容 (必ず見学させていただきたい内容)
・ 診療情報管理士の業務フロー見学
（業務の流れ、他部門との関わり）

・ 医療事務、医師事務作業補助者の業務フロー見学
→実習時点では、座学ですべての業務に関する内容を
履修できていないため、大枠を捉えるイメージ。

•目的：
診療情報管理士認定試験受験に必要な単位取得

•ゴール：
・ 机上学習と現場の診療情報管理士業務の
異同を理解できる。

・ 医療事務、医師事務作業補助者との業務
の差異を理解し、診療情報管理士の役割
を説明できる。

・ 他医療機関実習生の体験を聞き、自らの
実習先との業務差異を認識できる。
→実習後に実施予定の報告会での目標



各学年・期間での実習内容

1年生・2月 診療情報管理士単位実習(2週間)

必須項目 内容 学習のねらい

① 診療情報管理士の業務全体の説明 １日の業務の流れ、各担当セクション
の役割、診療録管理、統計処理、

DPC業務、病院内の情報連携の役割に
ついて

職種の社会的役割と将来像の理解

② 診療録の点検・管理業務の見学 電子カルテにおける記録点検、
記載不備確認、記録保存の方法

情報の質と安全管理の重要性の体感

③ その病院における医療事務・
医師事務作業補助者の役割を
見学と体験

医療事務・医師事務作業補助者の
役割と診療情報管理士の職域比較

職種理解と業務の役割分担の整理

④ 医療情報システムの概要と
セキュリティ説明

電子カルテ、画像管理、医事会計シス
テムの構成とID・パスワード管理

情報倫理と安全な情報運用意識の醸成

⑤ 病院におけるフロントラインの理解 外来受付、保険証確認、会計処理、
病棟連携等の業務構成とフローの紹介

医療事務全体の流れと情報の入口から
出口までの理解を深める

●各医療機関へ依頼させていただきたい具体的内容



各学年・期間での実習内容

２年生・9月/11月 課題発見を主眼とした実習
(1週間＋3週間)

目的：
学内で培った課題発見スキルを実際の社会現場
にて演習する
ゴール：
・実習先の業務フローや繋がり理解できている。
・現状を知り、課題を見つけることができる。

●実習先の条件
医療機関:
・事務部門のセクションが複数存在する。
・特定機能病院または地域医療支援病院のような
一定規模以上の病院。

・学会発表が活発で、常に課題解決に取り組む姿勢を
持つ病院。
(スマートホスピタル構想に参画している病院が
望ましい。)

医療関連企業:
・企業における課題解決型のインターンシップが可能、
もしくは大学生向けに実施されている企業
かつ、医療システムベンダーなど、システムや
データ関連の学習に繋がる企業。
(リクルート目的も加味するが、単位取得を目的と
した実習受け入れに協力的な企業。)

→インターンシップは個人個人で申し込むことも検討。

●実習の流れ
1週間、企業にて受け入れ(短期インターンの
イメージ)。
その後3週間は医療機関にて実習。
企業では課題解決までの思考力を養い、医療機関での
実習で課題を発見してくる想定。

※今回の受け入れ病院は１年生の2月の時とは、
異なる医療機関を想定している



各学年・期間での実習内容

２年生・9月 課題発見を主眼とした実習
(4週間) – 企業実習, 1週間

https://fujitsu.recruiting.jp.fujitsu.com/intern-theme/theme-fjj46/

https://job.rikunabi.com/2026/company/r569091005/internship/

https://itec.hankyu-hanshin.co.jp/recruit/newgraduate/internship/

≪ 医療関連企業での実習内容 ≫
●課題解決型のケーススタディ
(インターンシップのイメージとして
公開されている内容を各ホームページより引用)



各学年・期間での実習内容

目的：
学内で培った課題発見スキルを実際の社会現場
にて演習する。

就職活動のスタート、の位置づけ。

≪ 実習内容（案） ≫
・学生が各自で興味を持った企業のインターンに参加する。

1社だけではなく、複数の企業を見てもよい。
（日数として、最低3日は参加するように申し込み）

・エントリーする職種については指定しない。
（単位認定のため、会社紹介のみのプログラムは不可）

・企業での働き方を理解する。

・例）
- 商品を売るときに、お客様のニーズを把握する
- お客様が認識している課題を商品によって解決できる
といった「提案」が必要になることを理解する。

２年生・9月 課題発見を主眼とした実習
(4週間) – 企業実習, 1週間



各学年・期間での実習内容

２年生・11月 課題発見を主眼とした実習
(4週間)   - 医療機関実習, 3週間

目的：
学内で培った課題発見スキルを実際の社会現場
にて演習する
ゴール：
・実習先の業務フローや繋がり理解できている。
・現状を知り、課題を見つけることができる。

≪ 医療機関での実習内容 ≫
•医療事務、医師事務作業補助者、診療情報管理士の業務見学と
説明
診療情報管理士業務のDPC業務、がん登録業務、統計業務は
必ず内容に盛り込む。

→1年次の実習段階では、座学で扱っていない内容であるため、
改めて見学を実施することで、知識を補完する。

•事務系の部署内での業務体験。
実習先には「学生が業務フローを可視化する」目的を伝え、
受け入れ部署は先方にて選択いただく。

•業務フロー作成は複数作成させる。(3週間で3つを想定)

→業務フローを可視化させることで、課題の糸口をつかむ。
発見した課題に対する解決策の検討は3年次の授業で扱う。



各学年・期間での実習内容

２年生・11月 課題発見を主眼とした実習
(4週間) - 医療機関実習, 3週間

本実習は、授業「課題解決思考」で培った問題発見・
解決スキルを実際の医療現場で応用し、AI 等の先端
ツールを駆使して課題解決に取り組める人材を育成す
ることを目的とする。

学生は院内業務を観察しながら自ら課題を抽出し、
業務プロセスをフロー図で可視化・分析することで、
論理的に解決策を構築する力を身に付ける。こうした
経験を通じて、将来の医療現場で課題を的確に捉え、
テクノロジーを活用して改善へ導く専門性を養いたい
と考えている。

AI&診療情報管理士科 カリキュラムツリーより抜粋



各学年・期間での実習内容

目的：
• 医療機関におけるAIの活用状況を実地で学び、

実践的な運用について学習する。

ゴール：
・医療DXでAIが活用されている現場を見て、
医療DXの現状を知り体験する。

3年生5月
医療機関内のAIによる医療DXを見学・実践
させて頂く実習(1週間)

•実習先の条件：
•医療DXでAIを使用しているところ
→AIレセチェッカーなど。研修会や学会発表先などから選定

•医療機関に依頼をさせて頂きたい内容：
•医療DXでのAI活用事例の紹介／実際の運用現場の見学と業務体験

•方法：
•3医療機関を準備し、2人1組ないし3人1組で5日間実習を行う。

•前回からの変更点として：

•医療情報技師の試験（情報システム）の理解を深める実習メニュー
を考えていたが、受験した学生へのインタビューより
知識のインプットに課題があり、目で見る体験よりもシステム間の
繋がりやフローをわかりやすく図示した内容を授業で展開する方が
効果的ではないかと結論に至った。

AIにおける医療DXの理解・体験に振り切った実習に改変をした。

※今回の受け入れ病院は１年生の2月／2年生の11月
の時とは、異なる医療機関を想定している


